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我々はこれまでの報告で低温成長 GaAs 基板

光伝導アンテナを用いた連続波テラヘルツ時

間領域分光(THz-TDS)システムにレーザーカオ

ス光を光源として用いることで、安価に広帯域

テラヘルツ(THz)波の発生と検出を実現できる

ことを示した[1]。今回、さらなる低コスト化と

THz 波の検出感度増大を目指すために、ディテ

クタ側アンテナ背面に設置している Si レンズ

の代わりに、安価で製作が容易な Metal V 

Groove(MVG)導波路を用いた結果を報告する。 

Fig. 1 はアンテナに MVG 導波路を設置した

時の写真である。MVG ギャップ(約 72μm)に

THz 波を照射すると、表面プラズモン伝搬モー

ドと結合することで、波長よりも小さい領域に

超集束される。このため、アンテナの電極ギャ

ップに集光された THz 波の電界は増強される。 

図 2(a),(b),(c)はそれぞれディテクタ側アンテ

ナの背面に MVG 導波路設置、Si レンズで得ら

れた THz 波の時間波形である。Si レンズ時に検

出された THz波信号の peak to peak 最大値は約

438pA であったが、MVG 導波路設置時 30mm

放物面鏡に近づけた時では約 720pA であり、検

出信号が約 1.6 倍増大した. 

ノイズ分を除くために Fig.3 に THz 波のレー

ザーの縦モード間隔毎の SN 比を示す。10 倍以

下に SN 比が落ちる所までを THz 波が出ている

としている。SN 比 10 倍まで出ているのはシリ

コン 0.30THz なのに対し,MVG を用いた場合は

0.50THz と約 1.67 倍の広がりを得た。またカオ

ス光と CW の場合約 3.13 倍の広がりを得た 

V 溝がアンテナの中で拡散して効率が悪いのに

もかかわらず,超収束効果によって Si レンズよ

りも強い強度が得ることが出来た。 
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Fig.1.MVG 導波路 
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図 3. (a)カオス光+MVG の THz 波時間波形 
  (b)カオス光無し+MVG の THz 波時間波

形 
(c)カオス光+Si の THz 波 時間波形. 

 

A○： V 溝、●R3 (eff)=0% △シリコン    Fig3 . 

放物面鏡 10cm 縦モードの整数倍位置での SN 比 
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